
データData小
林
市
を
含
む
西
諸

地
域
は
、
宮
崎
県

の
南
西
部
に
位
置
す
る
中

間
農
業
地
域
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
地
域
の

か
ん
が
い
整
備
は
、
ほ
と

ん
ど
未
整
備
の
状
況
。
用

水
を
雨
水
に
頼
っ
て
い
る

も
の
の
、
地
域
の
降
雨
特

性
と
地
力
に
乏
し
い
火
山

灰
土
壌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

農
業
生
産
性
の
向
上
が
阻

害
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

水
田
地
域
の
水
利
施
設
は

極
度
に
老
朽
化
。
施
設
の

維
持
管
理
費
の
増
大
を
も

た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
国
営
西
諸

畑
地
か
ん
が
い
事
業
で
は
、

水
田
や
畑
へ
の
安
定
水
源

確
保
の
た
め
、
浜
ノ
瀬
ダ

ム
を
築
造
。
用
水
路
、
末

端
用
水
路
の
整
備
、
区
画

整
理
な
ど
の
基
盤
整
備
を

行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
畑
地
か
ん
が
い

の
導
入
に
よ
り
、
農
作
物

の
生
産
性
向
上
と
農
業
経

営
の
安
定
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

●
問
…
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
３
３

西諸畑地かんがい整備
生きる農地の水、それは命の水

　立上式のスプリンク
ラーによる散水が行わ
れるさといも畑
【小林市・堤地区】

●浜ノ瀬ダム（平成８年着工）
　重力式コンクリートダム
　（堤高：６２．５㍍、堤長：１８３㍍、
有効貯水量：７５０万立方㍍）
　・ダム完成予定：平成27年３月
　・供用開始：平成27年度から随時

生い

の

ち
農
地
の
水
が
め

季節・気象条件に左右されない安定した水の
供給を可能にする巨大プロジェクト

浜ノ瀬ダム
（平成23年８月10日撮影）

区　分 受益面積
水　　　田 　 ４９０㌶

　　普　通　畑 １，９５０㌶
樹　園　地 　  １５０㌶
合　　　計 ２，５９０㌶

●小林市の受益面積

●問：農業振興課
　　℡：２３‐０３３３

▲

インタビューInterview

堤
地
区
で
農
業
を
営
む
重し

げ
や
ま山

公こ
う
い
ち一

さ
ん
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
で
ピ
ー
マ
ン
、
露
地
で
メ
ロ
ン
や

き
ゅ
う
り
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
水
が
命
。
ハ
ウ
ス
で
ピ
ー

マ
ン
を
栽
培
す
る
と
、
冬
で
も
収

穫
が
可
能
に
な
り
ま
す
が
、
降
水
量

が
少
な
い
た
め
、
肝
心
の
水
の
確
保

が
困
難
で
す
。

　

そ
こ
で
公
一
さ
ん
は
、
近
く
に
池

を
作
り
、
雨
水
を
貯
め
、
水
が
不
足

す
る
冬
場
は
、
そ
れ
を
利
用
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
氷
水
の
よ
う
な

冷
水
。
温
か
い
気
温
で
育
つ
ピ
ー
マ

ン
に
良
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
水

の
確
保
が
本
当
に
難
し
か
っ
た
」
と

い
う
の
が
当
時
の
状
況
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
状
況
が
好
転
し

ま
す
。
平
成
16
年
、
堤
地
区
が
畑
か

ん
効
果
を
実
証
す
る
モ
デ
ル
ほ
場
に

設
定
。
水
を
引
く
場
合
、
農
家
は
負

担
金
な
ど
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、重
山
さ
ん
は
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

待
ち
に
待
っ
た
水
で
し
た
。
暫
定

水
源
か
ら
引
か
れ
た
水
は
、
温
度

も
一
定
。
寒
い
冬
に
水
を
使
用
し
て

も
、
作
物
に
負
担
が
か
か
ら
ず
、
必

要
な
時
に
必
要
な
分
だ
け
利
用
で

き
る
の
で
、
品
質
が
安
定
し
、
収
穫

量
も
増
加
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
息
子
の
公き

み
あ
き昭
さ
ん
と
二

人
三
脚
で
頑
張
る
毎
日
。
安
定
し
た

水
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、
今
日

も
農
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

生い

の

ち
農
地
の
水
が

　

作
物
に
命
を
吹
き
込
む

農業経営は畑かんの水無しには考えられません。

就農して６年目に
なります。両親

と一緒にやる日々の農
作業は、覚えることば
かり。現在、ＪＡ小林
のピーマン部会に入り、
勉強中です。今後、独
り立ちできるように頑
張っています。
　私たちの農業には水

が欠かせません。私は水が
豊富にあることが当たり前
のように考えていました。
しかし、父から水に苦労し
ていた時の話を聞き驚いて
います。現在の状況を考え
ると、畑かんの水無しには
考えられません。ですから、
畑かんの水には本当に感謝
しています。

畑
か
ん
で
変
わ
る
農
業

　

雨
水
だ
け
で
は
水
の
確
保
は
困
難
を
極
め
る

　
　

商
品
作
物
を
栽
培
す
る
農
家
の
苦
悩
と
畑
か
ん
の
恵
み

農業
　と
　水

重
しげやま

山 公
きみあき

昭　さん 資料：「農林水産省　生産農業所得統計」「九州アグリランキング」

農家１戸あたり生産農業所得Income

金額（千円） 昭和 50年度 平成 18 年度
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畑かん整備事業が完了した地域西諸地域

８９ KOBAYASHI 2011.10
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水といつまでも
Lives with water


